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（１）平成２５年度決算

１ 平成２５年度決算及び平成２６年度予算

①事業実施概要
安全で快適な都市高速を利用していただけるよう、営業中区間（福岡高速５６．８Ｋｍ、北九州高速
４９．５Ｋｍ）の適正な維持管理、お客様サービスの向上を図り、一層の利用促進に取り組んだ。

②損益の概要
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③償還準備金の推移と償還状況

１ 平成２５年度決算及び平成２６年度予算

（１）平成２５年度決算
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③償還準備金の推移と償還状況

１ 平成２５年度決算及び平成２６年度予算

（１）平成２５年度決算
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（２）平成２６年度予算

１ 平成２５年度決算及び平成２６年度予算

①事業実施計画
・営業中道路（福岡高速５６．８ｋｍ、北九州高速４９．５ｋｍ）の適正な維持管理に務め、
「安全で快適な都市高速」を目指す。
・お客様サービスの向上を図り、交通量拡大とともに増収を目指す。

②収入支出予算

項　　　目 福岡高速 北九州高速 計 項　　　目 福岡高速 北九州高速 計

 高速道路料金収入 402 166 568  維持改良費 74 17 91 ※表中  の着色部分は、

 駐車場料金収入 1 1 2  業務管理費 53 31 83    営業に係る予算を示しています。

 民間借入金 304 174 477 （内 納付消費税） (28) (12) (40)

 業務外収入 1 1 2  一般管理費 12 7 19

 業務外支出 569 287 856

（内 元金償還金） (513) (253) (766)

（内 支払利息等） (55) (34) (90)

小　　　計 708 341 1049 小　　　計 708 341 1049

 受託業務収入等 2 2 4  受託業務費等 2 2 4

710 343 1053 710 343 1053

※　端数処理の関係上、合計において合致しない場合があります。

損益上の収支差 （単位；億円）

福岡高速 北九州高速

204 73償還準備金繰入（予定）

（単位：億円）

その他

合計

事業区分
収　　　　　　入 支　　　　　　出

管理業務

４



Ⅰ 平成２５年度決算及び平成２６年度予算

334 

367 

340 

347 349 351 

357 

370 

385 
160,498 

169,621

＋5.7%
168,395 

△0.7％

161,378

△4.2%

162,934

＋1.0%

163,724

＋0.5%

164,739

＋0.6%

170,961

＋3.8%

177,947

＋4.1%

300

320

340

360

380

400

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

（億円／年）（台／日）

料金収入 交通量/日

料
金
収
入

H24.7
環状線
（全線）
完成

燃料の高騰

交

通

量

収

入

H23.2
開通
（野芥～
福重間）

H18.12月末
回数券販売終了

H19.12月末
回数券利用終了

リーマンショック 注）料金収入のみを計上しています（駐車場収入を除く）

年 度

20122011201020092008200720062005 2013

日交通量

H20.4
開通
（堤～
野芥間）

（３）交通量と収入の推移

①福岡高速

５



Ⅰ 平成２５年度決算及び平成２６年度予算
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北九州高速
７５％突破

H21.7.31 回数券販売停止
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H20.11. 1
北九州高速
ＥＴＣ導入

H18.12.31 回数券販売停止
H19.12.31 回数券利用停止

H18. 4. 1
福岡高速
ＥＴＣ導入

Ⅰ 平成２５年度決算及び平成２６年度予算

・ ETC導入（福岡：平成１８年、北九州：平成２０年）以降、着実に利用率は伸びている。

・ 福岡高速では、平成２３年６月に利用率８０％を突破（８０．０％）

・ 北九州高速では、平成２５年９月に利用率７５％を突破（７５．４％）

■ 福岡高速ＥＴＣ利用率
◆ 北九州高速ＥＴＣ利用率

福岡高速
８０％突破

７



Ⅱ 課題 と 取 り 組 み



①委員構成（敬称略）
委員長 砂田 太士 （福岡大学法学部教授 法学部長）
委 員 熊谷 雅之 （医療法人優なぎ会雁の巣病院 院長）

納富 昌子 （ＲＫＢ毎日放送株式会社 役員待遇 ）
船木 誠一郎 （けやき通り法律事務所 弁護士）
山本 美也子 （ＮＰＯ法人 はぁとスペース代表）

②委員会への付託事項
ⅰ事実関係の調査、公社及び受託会社双方の対応等の検証
ⅱ公社のコンプライアンス及び内部統制に不備があったため、そのあり方の検証
ⅲ前２号を受けて、お客様の信頼向上に向けた取り組みについて提言

③開催実績
平成２５年１０月から平成２６年３月までの間に、計６回開催（各月１回開催）

（１）飲酒事案の概要
平成２５年７月に料金収受会社の社員による勤務時間中の飲酒事案が発生し、同年９月に新聞報道されたことを契
機に、公社と収受会社の対応の甘さや、公社の内部統制の不備といった問題から、公社は厳しい社会的非難を受け
ることとなった。
このような事態を受けて、公社は「お客様の信頼向上に向けた第三者委員会」を同年１０月に設置した。

また、飲酒事案が発生した北九州高速道路の紫川ブロックについては、同年１１月３０日をもって、当該料金収受会
社との委託契約を解除し、新たな料金収受会社と契約を締結した。

（２）第三者委員会の設置

第三者委員会最終報告書の提言に基づく公社の取り組み ８



（４）設立団体の監督命令
平成２６年４月４日、各設立団体から、公社が厳しい社会的な非難を受けるに至ったことは、誠に遺憾であり、
今後かかることのないよう厳重注意を受けた。

①飲酒事案の再発防止策
ⅰ 受託会社は、社員教育を徹底し、飲酒に関して世間一般以上に高い意識を持つこと。
ⅱ 受託会社は、勤務中の対策として、料金収受業務の職場でのアルコール検査を厳格に行うこと。
ⅲ 受託会社は、通勤時の対策として、自動車通勤の社員に個人用アルコール検知器携帯を働きかけること。
ⅳ 受託会社と公社は、料金収受現場の実態を的確に把握すること。
ⅴ 公社は、入札業者の選定方法として、飲酒対策の実施状況も含めて評価する方式を検討すること。
ⅵ 公社は、委託契約の中で研修や検査等の必要事項を定め、受託会社の履行を的確に確認すること。
ⅶ 公社は、飲酒運転撲滅活動に積極的に参加すること。

②公社の内部統制のあり方
ⅰ 公社は、内部統制がきちんと機能するよう、その体系的な整備に関する基本方針を策定すること。
ⅱ 基本方針に基づき整備する規程等が適切に運用されるよう、職員の研修・教育を充実すること。

③その他関連意見
公社は、現在２５時間勤務である受託会社社員の勤務形態について、多角的に検討すること。

④提言後の取り組み状況についての検証
提言を踏まえた取り組み状況については、公社外部の意見を聞きながら検証することが望ましい。

（３）第三者委員会最終報告書の提言（平成26年3月26日）

第三者委員会最終報告書の提言に基づく公社の取り組み ９



（５）第三者委員会の提言に基づく公社の取り組み
平成２６年４月４日に「第三者委員会最終報告書に基づく取り組み方針」を公表

取り組み方針は、最終報告書の提言、また同委員会の審議過程で示された意見を踏まえ、すでに実施中のものも含
め、具体的な取り組み方針を策定

飲酒事案の再発防止策 実施時期

①受託会社の社員教育の徹底
・医療関係者や県警による飲酒に特化した研修の実施（年複数回）

Ｈ２５年９月
から実施中

②料金収受業務の職場でのアルコール検査の厳格化
・出勤時、勤務中の運転時、退勤時において検査（呼気アルコール濃度0．00mg/Lの確認）

Ｈ２５年１１月
から実施中

③受託会社に対し、自動車通勤する社員への個人用アルコール検知器携帯の要請
・出勤前の自宅での検査により、通勤時の飲酒運転を未然に防止

Ｈ２６年３月
に対応完了

④受託会社本社及び公社による料金収受現場の実態把握
・四半期ごとに公社、受託会社本社、料金精算事務所の三者による会議開催

Ｈ２６年５月
から実施中

⑤入札業者の選定方法として、飲酒対策の実施状況も含めて評価
・次期契約更新時において金額面だけでなく、飲酒対策の取り組み等を含めて総合
評価する方式を検討

検討中

⑥委託契約において義務付ける検査や研修、報告事項の強化 検討中

⑦公社の飲酒運転撲滅運動への積極的な参加
・飲酒運転撲滅キャンペーン等への積極的な参加
・飲酒運転防止に関する講演会の開催（Ｈ２６年８月予定）

Ｈ２６年５月
から実施中

第三者委員会最終報告書の提言に基づく公社の取り組み １０



公社の内部統制のあり方 実施時期

内部統制の基本方針の策定
以下の項目から構成される基本方針を策定し、内部統制の体制を体系的に整備 Ｈ２６年４月策定済

①基本原則（行動憲章）
・公社組織に求められる基本的な認識や姿勢を明記

②遵守すべきルールの体系的な整備（行動規範）

・誤った判断や行動により、不祥事や不正事案を招くことのないよう役職員に浸透させておく
べき統一的なルールを整備（交通法規の遵守、利害関係者との禁止行為、リスク管理など）

基本方針に基づき
必要な規程等を順
次整備

③コンプライアンス体制の整備
・コンプライアンス統括窓口の設置
・内部通報制度の導入

Ｈ２６年４月設置済
Ｈ２６年４月導入済

コンプライアンスに関する研修・教育の充実
共通研修、階層別研修、テーマ別研修の実施

Ｈ２６年５月から
実施予定

その他関連意見

勤務形態について、交替制勤務の試験的導入を検討 検討中

提言の取り組み状況についての検証

公社内部に「取り組み方針進捗管理会議」を設置し、毎月の進捗状況を管理 Ｈ２６年４月設置済

取り組み状況を客観的に検証するため、外部の有識者で構成する検証委員会を設置予定 Ｈ２６年１０月開催
予定

（５）第三者委員会の提言に基づく公社の取り組み

第三者委員会最終報告書の提言に基づく公社の取り組み １１





Ⅲ 報 告 事 項



H23.12.24 制度の創設「福岡都市高速道路の老朽化・予防保全対策に対する償還期間の延長」

H24. 7.10 料金認可 「老朽化・予防保全対策として約６３０億円の追加投資」（H24～H43の20年間）
「償還期間を４０年から４７年に延長」

H25年度から「老朽化・予防保全対策」を本格実施

平成２４年１２月２日に中央自動車道笹子トンネルで発生した天井板落下事故は、高速道路の老朽化問題

に対して警鐘を鳴らすものとなった。これを契機に、社会インフラの老朽化対策に対する社会の関心が高ま

った。

（１）老朽化対策の関心の高まり

１ 構造物の維持管理の取り組み

（２）福岡高速の取り組み状況

（３）北九州高速の取り組み状況

H14.12.20 制度の創設「北九州高速道路の大規模補修に対する公的助成の拡充」
「償還期間を４０年から５０年に延長」

H16. 3.22 第１０回整備計画変更

H15～H20 大規模補修事業 約２４５億円「北九州高速４号線の橋梁、トンネル、付属物の老朽化対策」

H20.10.24 料金認可 「ＥＴＣ整備事業及び北九州高速４号線の大規模補修事業の完了」

１２



１ 構造物の維持管理の取り組み

老朽化・予防保全対策（H24～H43）
老朽化 ＝約240億円
予防保全＝約390億円

（４）維持管理方針「安心のための維持管理」

未実施の1～3号線の上部工耐震補強、老朽化対策の検討
総延長＝49.5㎞

大規模補修事業（H15～H20）
約245億円 対象延長＝31.8㎞
うち、橋梁延長 ＝ 6.4㎞

トンネル延長 ＝ 4.1㎞

 福岡高速
H24～H43年度に老朽化・予防保全対策を実施する。

＜供用延長の推移 H26.4現在＞

＜供用延長の推移 H26.4現在＞

総延長＝56.8㎞

 北九州高速
H15～H20年度に４号線は大規模補修事業を実施した。

合理的な維持管理で老朽化・予防保全対策を実施して、道路構造物の長寿命化に取り組む。

１３



（５）福岡高速の維持管理

１ 構造物の維持管理の取り組み

①香椎～築港エリア
H25～H30予定

②都心部エリア
H29～予定

・香椎線：コンクリート橋脚補修工、コンクリート床版補修工、鋼構造物の塗装工

コンクリート床版補修工

補修前

コンクリート橋脚補修工

補修完了

補修前 補修完了

床版ひび割れ

ひび割れ

１４



１ 構造物の維持管理の取り組み

（６）北九州高速の維持管理

・１～３号線：しゃ音壁補修工，ガードレール補修工
・４号線 ：コンクリート橋脚補修工

コンクリート橋脚補修工

補修前

しゃ音壁補修工

補修完了

補修前 補修完了

しゃ音壁腐食

コンクリートはく離

１５



（１）事故率と渋滞件数の推移

２ 事故・渋滞対策の取り組み

実績値 平成15年度→平成25年度(10年間)
【事故率】 【渋滞件数】

21％削減 26％削減

平成15年度から10年間の事故・渋滞対策を図ってきた結果
事故率・渋滞件数は着実に削減。

※事故率：億台キロあたりの事故件数/年
渋 滞：走行速度20km/h以下で車列長0.5km

以上の状態が30分以上継続した場合

※（ ）は、下記の影響を除いたもの
H21：九州道土砂災害の影響（7/26～8/12）
H22：九州道向佐野橋大規模リフレッシュ工事の影響（9/1～11/21）
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（２）過去の主な事故・渋滞対策の取り組み事例

２ 事故・渋滞対策の取り組み

対策種別 具体的な対策例 福岡高速 北九州高速

●渋滞対策
車線数の増加

（２車線化）

本線 貝塚ＪＣＴ 紫川ＪＣＴ

出口 西公園，呉服町，千代，半道橋 大手町，日明

●スリップ事故対策
グルービング，矢印板波
板反射板の設置
（カーブ区間）

本線 百道，福重，貝塚ＪＣＴ
黒崎，勝山，枝光，愛宕ＪＣＴ

紫川ＪＣＴ

出口 天神北

●速度抑制対策
減速マーキング

路面段差

本線 名島料金所手前，貝塚ＪＣＴ 愛宕ＪＣＴ

出口 野多目 黒崎

●錯誤地点対策
カラー舗装，標識板

との連携

本線分岐 千鳥橋ＪＣＴ，月隈ＪＣＴ，福重ＪＣＴ 紫川ＪＣＴ

出口分岐
半道橋，千代，東浜，粕屋，水城

福重，板付
黒崎

●人身事故被害軽減
対策

改良型クッションドラムの
設置

（ショックプロテクター）

本線分岐 貝塚JCT（粕屋線下線）

出口分岐 大手町

●その他

ＨＰでの走行ガイド

（事故，渋滞多発箇所・動画で案内！都市高速・出入口の案内）

交通状況改善検討委員会の開催（平成２５年度）
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２ 事故・渋滞対策の取り組み

■福岡高速道路 ■北九州高速道路

■主な対策取り組み事例の位置図■主な対策取り組み事例の位置図

②枝光
カーブ

①貝塚JCT
2車線化

③黒崎出口
合流部

⑤大手町
出口分岐

（２）過去の主な事故・渋滞対策の取り組み事例

④福重
ＪＣＴ

･･･渋滞対策

･･･スリップ事故対策

･･･速度抑制対策

･･･錯誤地点対策

･･･人身事故被害軽減対策
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H25.9.11実施
【対策内容】
①舗装面にグルービング施工実施
⇒ グリップ力向上
②減速マーキングの設置
⇒ 急カーブ減速注意喚起

２ 事故・渋滞対策の取り組み

対策前 対策後

■対策事例 ②枝光カーブ（北九州高速）■対策事例 ②枝光カーブ（北九州高速）

スリップ事故対策

（２）過去の主な事故・渋滞対策の取り組み事例

H24.2.29実施
【対策内容】
①既存１車線から２車線に変更
⇒ 交通容量の増加

■対策事例 ①貝塚ＪＣＴ２車線化（福岡高速）■対策事例 ①貝塚ＪＣＴ２車線化（福岡高速）

対策前 対策後
渋滞対策

＊グルービング：路面に浅い溝を複数均等に切ることで、雨天時の水はけを良くし路面とタイヤのグリップ力を最大限に高めることが期待できます。
減速マーキング：マーキングの設置間隔に変化を持たせ、運転者に通常よりも速度が上昇したとの錯覚を起こさせることにより減速効果を高め、事故の防止を

図ろうとするものです。
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２ 事故・渋滞対策の取り組み

H23.10.28実施
【対策内容】
①路面段差設置やポストコーン設置
⇒ 注意喚起、速度抑制及び車線変更の抑止

②舗装面にグルービング施工実施
⇒ グリップ力向上

対策前 対策後

■対策事例 ③黒崎出口合流部付近（北九州高速）■対策事例 ③黒崎出口合流部付近（北九州高速）

速度抑制対策

（２）過去の主な事故・渋滞対策の取り組み事例

Ｈ24.7.21実施
【対策内容】
①路面標示と標識板のカラーを統一
⇒ 行先をわかり易く案内

■対策事例 ④福重ＪＣＴ分流部付近（福岡高速）■対策事例 ④福重ＪＣＴ分流部付近（福岡高速）

錯誤地点対策
対策前 対策後
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２ 事故・渋滞対策の取り組み

■対策事例 ⑤大手町出口分岐部付近（北九州高速）■対策事例 ⑤大手町出口分岐部付近（北九州高速）

H25.9.25実施
【対策内容】
①出口分岐部のクッションドラムから
ショックプロテクターへの変更
⇒ 人身事故被害軽減

対策前 対策後人身事故被害軽減対策

（２）過去の主な事故・渋滞対策の取り組み事例

◆さらなる安全対策推進のために学識経験者
を交え交通状況改善検討委員会を開催

■対策事例 ⑥ホームページでの走行ガイドおよび交通状況改善検討委員会の開催（Ｈ２５）■対策事例 ⑥ホームページでの走行ガイドおよび交通状況改善検討委員会の開催（Ｈ２５）

その他対策

事故発生箇所

渋滞発生箇所

動画で案内！ 都市高速

◆走行ガイド

安全で快適な走行のため、わかり
やすい道路情報をホームページで
お知らせしています。
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２ 事故・渋滞対策の取り組み

◆検討箇所（１０箇所）の位置図

【北九州高速道路】【福岡高速道路】

1
2

43
5

6

7

8

9

10

対策箇所名 路線名 場所の状況

① 東浜（箱崎→東浜） 1号香椎線下り 出口減速車線

② 千鳥橋JCT（東浜→JCT） 1号香椎線下り 織込
（ウィービング区間）

③ 千鳥橋JCT（築港→JCT） 環状線外回り

④ 千鳥橋JCT（JCT→呉服町） 環状線外回り

⑤ 千鳥橋JCT（呉服町→JCT） 環状線内回り

対策箇所名 路線名 場所の状況

⑥ 呉服町出口 環状線外回り 平面取付部

⑦ 半道橋出口 環状線内回り

⑧ 百道出口 環状線外回り

⑨ 日明出口 2号線下り

⑩ 紫川JCT（JCT→山路） 4号線下り 合流区間

事故・渋滞が多い箇所、利用者へのサービス改善が必要な箇所などの観点か
ら、検討箇所（10箇所）を選定。

（３）今後の取組み（交通状況改善検討委員会での提案）

1

2

5

4

4

3
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２ 事故・渋滞対策の取り組み

■検討例1 ②1号香椎線下り 千鳥橋JCT（東浜→JCT） 【福岡高速】■検討例1 ②1号香椎線下り 千鳥橋JCT（東浜→JCT） 【福岡高速】

JCT分岐予告
200m手前

JCT直近

天神方面

香椎方面

◆ジャンクション部におけるわかりやすい情報提供

・分岐直前の行き先案内

・行き先別の車線誘導（車線指定型標識）

現況 改善案

JCT分岐予告
500m手前

←

東
浜
入
口
（
西
向
き
）

カラー舗装による方面案内

太宰府方面

・分岐・合流車線形状の案内

（３）今後の取組み（交通状況改善検討委員会での提案）
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２ 事故・渋滞対策の取り組み

■検討例２ ⑨2号線下り 日明出口 【北九州高速】■検討例２ ⑨2号線下り 日明出口 【北九州高速】

２号線下り
日明出口

・信号現示の変更
・車線拡幅：滞留区間長の延伸

現況

改善案

右折滞留車両による直進阻害

（３）今後の取組み（交通状況改善検討委員会での提案）
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福岡都市高速及び北九州都市高速のご利用状況、都市高速に対するニーズや

満足度を把握し、今後の計画やサービス改善等を効率的に行うため、顧客満足度調査を

実施します。

（１）顧客満足度調査の実施

（２）イラスト地図の常設箇所を増設

都市高速のイラスト地図（スイスイマップ）の常設箇所を増やし、必

要とされているお客様のお手元により多く配布することで、ジャンク

ション部や入口及び出口における間違いを減らすなど、より便利で安

全な都市高速を目指します。

＜主な設置箇所＞
・都市高速周辺の大型商業施設
・関係庁舎
・主要観光施設及び観光案内所
・自動車販売店及び自動車関連商品販売店
・レンタカー会社
・自動車学校 など

○スイスイマップ常設箇所数

福 岡 全８０か所 ⇒１００か所へ

北九州 全５９か所 ⇒ ９０か所へ

３ お客様サービスの推進

（大型商業施設の設置状況）

（Ｈ26.4月現在） （Ｈ26年度末目標）

・調査方法：料金所での調査用紙配布及びＷＥＢアンケート

・調査項目：利用目的、走り易さ、情報提供の適切さ 他

・調査時期 （予定） ：平成２６年１０月

・調査対象数（予定）：福岡１万、北九州７千
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お客様から頂いたご意見を基に、より利用しやすい都市高速を目指して改善に取り組んでいます。

＜改善例１＞
貝塚ジャンクション手前の
標識と路面の行先表示が
異なるため、戸惑ってしまう。
表示を合わせてほしい。

＜改善例２＞

折尾・中間方面へ行きたいのに、
降り損ねた。出口を分かり
やすく してほしい。

標識矢印と路面を
青色で統一
標識矢印と路面を
青色で統一

路面表示を「天神」に変え、標識と
行先表示を合わせました。

対応前対応前

対応後対応後

標識は「天神」、路面表示が「福重」で
行先表示が合っていませんでした。

折尾・中間方面を表す
標識の矢印（全４か所）と
路面の色を青で統一しました。

※写真は全て、 「対応後」。

（３）お客様からのご意見等への対応

３ お客様サービスの推進

＜Ｈ２５年度改善事例＞
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（１）目的 アイランドシティ線は、福岡都市高速１号線とアイランドシティを結ぶ自動

車専用道路であり、延長２．５ｋｍを新設することにより、東部地域全体の広

域的な交通需要への対応を図ります。

２．５ｋｍ

アイランドシティ

１．都市計画

１）名称

福岡都市計画道路

自動車専用道路アイランドシティ線

２）都市計画決定日

平成25年7月9日

３）計画概要

① 延 長：２．５ｋｍ

② 幅 員：１９ｍ

③ 車線数：４車線

２．市道路線認定

① 認定日：平成25年10月7日

② 路線名：市道福岡高速6号線

（２）位置図・概要

４ アイランドシティへの自動車専用道路

地図使用承認ⓒ昭文社第 ５６G００５ 号
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